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　芭蕉翁の遺徳を偲び、献詠俳句・連句を募集します。
　表彰は 10 月 12 日、芭蕉祭式典（上野公園内俳聖殿前広場）で行います。多数ご応募ください。
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※全部門とも投句料は無料です。応募作品の著作権およびこれから派生するすべての権利は主催者に帰属するも
のとします。　【問い合わせ】　芭蕉翁記念館　☎２１－２２１９
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　めだかが住むビオトープの散策と、竹細工作りを体験することにより、自然の楽しさを感じることを目的とし、
次のとおり環境セミナーを行います。

　6月5日は、国連において日本の提案により「世界環境デー」と定められました。
　この日を中心に世界中で、環境について考える取り組みが展開されます。
　わが国では、6月24日夜8時から10時までライトアップ施設を消灯する「ブラックイルミネーション２００７」
が全国一斉に行われ、二酸化炭素（ＣＯ２）削減をアピールします。市内では、上野城などがこれに参加する予定で
す。また市では、6月23日～29日までの一週間を「不法投棄監視ウィーク」として、啓発活動を行います。このほか、
環境美化活動や、キャンドルナイトの実施など、地域や職場で、家庭で、何か取り組んでみませんか！！

6 月は環境月間です

竹細工とビオトープ見学体験学習　第 1 弾

絵手紙を募集します

～あなたの想いを芭蕉さんへの絵手紙に託してみませんか～
　芭蕉さんに宛てた絵手紙を募集します。※応募資格
は問いません。

【作品規定】
①15㎝×10㎝（官製はがき大）で使用。画材・彩色は自由。
②未発表の自作で、1 人 5 点以内に限ります。
③裏面に住所・名前・年齢（学校名・学年）・電話番号・
作品のコメントを記入してください。

【締め切り】９月５日（水）
【審査・表彰】　
　特選・入選作品を決定し、芭蕉祭式
典において表彰します。

【提出先・問い合わせ】
　〒５１８－８７７０　
　伊賀市上野丸之内 117 番地の 13
　芭蕉翁記念館　
　☎２１－２２１９

芭蕉祭ポスター募集

　芭蕉さんの業績をたたえ、遺徳を偲ぶ「芭蕉祭」の
行事内容等を紹介するポスターの原画を募集します。

【応募資格】小・中学生
【作品内容】 芭蕉さんのイメージを自由な発想で描いて
ください。（タイトルなどの文字は主催者で入れます）

【作品規定】
① 4 ツ切り画用紙を「たて」にして、絵の具やポスター
カラーで描いてください。
②未発表の自作で、1 人 1 点に限ります
③裏面に学校名・学年・クラス名・名前・作品のコメ
ントを記入してください。

【締め切り】7 月 13 日（金）
【審査・表彰】
　最優秀賞・優秀賞・入選作品を決定し、最優秀賞受賞作品
を今年のポスターとして作成。芭蕉祭式典において表彰します。

【提出先・問い合わせ】 所属の学校へ提出してください。
市外の学校の方は、本庁文化国際課（〒５１８－８５０１  
伊賀市上野丸之内 116 番地）へ提出してください。

※作品はお返ししません。
作品の版権は主催者に帰属します。

【と　き】　６月２日（土）午前８時３０分～午後５時
【ところ】　立

たちばい
梅用水（多気郡多気町）

【内　容】　ビオトープ見学、ネイチャークラフト
【定　員】　４０人程度（先着順）
【受付開始】　５月２１日（月）
【申込方法】　電話および窓口で受け付けます。
　（土・日曜日を除く、午前９時から午後５時まで）

【資料代金】　１人 1,000 円

【その他】　
・小学生以下のお子さんは必ず責任者同伴
・昼食は施設内レストランを利用、または弁当持参
・詳細については参加者に後日別途お知らせします

【申し込み・問い合わせ】
　本庁環境政策課　☎２２－９６３７

１月 ２月 ３月 ４月 累計
制度導入前（平成１８年） 1,530,250 1,283,570 1,512,000 1,404,310 5,730,130
制度導入後（平成１９年） 1,393,540 1,228,830 1,437,300 1,292,850 5,352,520

差　　　引
（増　減　率）

△ 136,710
（△ 8.93％）

△ 54,740
（△ 4.26％）

△ 74,700
（△ 4.94％）

△ 111,460
（△ 7.94％）

△ 377,610
（△ 6.59％）

■可燃ごみ収集状況の推移（指定ごみ袋制度導入による比較） 平成１９年４月末現在　単位：kg


